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職務満足に関する研究は 1920 年代にも散見されるとおり，研究には 100 年
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近い歴史がある（大里・髙橋，2001）。ただし，研究分野の確立と見ることが
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多項目から構成される職務満足項目を併存して用いる方法である。最後に小
野（1992）や泉井・森（1995）などが行っている Weiss et al.（1967）による








関連性について明らかにしている。このほか MSQ（Minnesota Satisfaction 
Questionnaire）は，内発的動機づけによる満足と外発的動機づけ双方の項
























なパネルデータの中で，本研究では 2018 年と 2019 年の調査における正社員の
回答データを用いる。該当回答者は 97 人であり，回答者の基礎情報は表１の
とおりである。従業員の平均年齢はおおよそ 40 歳前後，女性比率は 35％程度
となっている。また，表１にあるとおり，2018 年と 2019 年では回答者の年齢，
性別，所属部署に大きな変化はない。
Ⅹ社の職務満足の経時的変化の特徴について確認したものが表 2 および図 1
～図 3 である。今回使用するデータは職務に関連する 50 以上の質問を含んで
いるため，回答のすべてについて平均値の差の検定（t 検定）を行い，2018 年
と 2019 年の間で回答の変化が認められるもののみを掲載している。図 1 から
わかる通り，2018 年と 2019 年では総合満足に統計的に有意な差があった。す
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表１　回答者の基礎情報
回答者の年齢 回答者の性別 所属部署 勤続年数
2018 2019 2018 2019 2018 2019 2018 2019
20 代 14 12 男性 63 63 業務管理 10 11 5年未満 65 56
30 代 35 28 女性 34 34 営業 39 43 5年以上～10年未満 21 29
40 代 31 39 経理 9 13 10年以上～15年未満 10 11
50 代 17 14 その他 39 30 15年以上～20年未満 1 1
60 代 0 4







下限 t 値 p 値
仕事や職場環境等から総合的に考えて，現在の会社で働
いていることに満足している 0.356 0.130 0.613 0.099 2.735 .007
会社の求める成果や達成基準を把握している 0.257 0.112 0.478 0.036 2.296 .023
仕事上について部分最適化せず，常に変革できる 0.317 0.137 0.586 0.047 2.318 .021
現状でワークライフバランスを維持できている 0.396 0.150 0.693 0.100 2.634 .009
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図３　WLBに関する変化
3.2　トータル・リワードの観点からみた職務満足の関係










































































変数 変数の測定・計算方法 平均 標準偏差 最小値 最大値
総合満足 質問項目 Q 1 3.469 0.945 1.000 5.000
回答年ダミー 2018 年を 0、2019 年を 1 0.500 0.501 0.000 1.000
勤続年数 回答者の勤続年数 4.840 3.305 1.000 16.000
部門ダミー（営業） 回答者の所属部署が営業部なら1、それ以外なら 0 0.423 0.495 0.000 1.000
部門ダミー（業務管理）回答者の所属部署が業務管理部なら 1、それ以外なら 0 0.108 0.311 0.000 1.000
部門ダミー（経理） 回答者の所属部署が経理部なら1、それ以外なら 0 0.113 0.318 0.000 1.000
金銭満足 Q 2 ～Ｑ 4 の単純平均 2.536 0.978 1.000 5.000
非金銭満足（学習） Q 5 ～Ｑ 8 の単純平均 3.610 0.839 1.000 5.000
非金銭満足（職場） Q 9 ～Ｑ 12 の単純平均 3.705 0.854 1.000 5.000
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表 5　変数間の相関係数
A B C D E F G H
A．回答年ダミー
B．勤続年数  .152 *
C．営業ダミー  .042 -.177 *
D．業務管理ダミー  .017  .233 ** -.298 **
E．経理ダミー  .065 -.062 -.306 ** -.125
F．金銭満足  .197 **  .030  .043 -.061  .076
G．非金銭満足（学習）  .048 -.050  .028 -.199 **  .070  .283 **
H．非金銭満足（職場）  .101 -.025  .021 -.162 *  .095  .265 **  .828 **
** p < .01, * p < .05
表 6　重回帰分析結果
モデル１ モデル２ モデル３
回答年ダミー  .186*  .095  .100
勤続年数 -.036 -.048 -.038
部門ダミー（営業）  .057  .033  .052
部門ダミー（業務管理） -.045 -.022  .063
部門ダミー（経理）  .147  .111  .110
金銭満足  .485 **  .364 **
非金銭満足（学習）  .543 **
非金銭満足（職場） -.111
調整済み決定係数  .065 *  .289 **  .473 **
AIC 528.52 477.50 423.16
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